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ボタン電池の誤飲 

 

★１歳の息子が遊んでいるおもちゃに、ボタン電池が使わ

れています。重症事故が起きていると聞きましたが、誤

って飲んでしまったらどうすればよいでしょうか。 

 

 

ボタン電池の誤飲が重症事故になることを知らない人が多いよう

ですが、ボタン電池は、誤飲すると食道にとどまり、放電の影響によ

りわずか１時間で潰瘍ができ、穴が開いてしまうなど重い症状が生じ

ることがあります。子どもが電池を飲み込んでしまったら、一刻も早

く医療機関に行くことが重要です。海外では死亡事故も報告されてい

ますので、すぐに救急車を呼びましょう。 

ボタン電池は、玩具意外にも時計・キッチンタイマー・ＬＥＤライ

トなど、さまざまな日用品に使われており、こうした製品で子どもが

遊んでいるときに事故が多数発生しています。家にあるどんな製品

に、ボタン電池が使用されているかをチェックし、電池のふたが外れ

やすくなっていないか確認しましょう。 

また、ボタン電池は絶対に子供の手の届かない場所に保管し、電池

交換は、子どもの目に触れないところで行いましょう。 

 

 


